
























































































































































　図 1はイレウスチューブ 1の使用例を示す模式図である。イレウスチューブ 1は被験者の











光ファイバ 4は、 GeO2をドープした石英ガラスからなるコア 8と、石英ガラスからなるクラ
ッド 9から成っている。コア 8の径は 50～ 400μ m程度、クラッド 9の径はコア径に対して 1.0





のクラッド 11からなる海島構造を成している。コア 10は GeO2などをドープした石英ガラス
から成り、クラッド 11は純粋石英ガラスまたはフッ素などをドープした純粋石英ガラスか
ら成る。コアとコアの間隔はおよそ 3μ m程度に形成される。また集束される画像伝送用光
























光照射を可能とする光学系を図 5に示す。複合型光ファイバスコープ 2は、分岐 2aで複合型
光ファイバ 3と光源用光ファイバ 6に分岐し、接眼側コネクタ 14がレーザー照射・画像観察
光学系装置 13のアダプタ 15に装着される。複合型光ファイバ中を伝送した光は、集光レン
ズ 16、可視光透過ビームスプリッタ 17、リレーレンズ系 18、レーザー光を遮断するための




像観察光学系装置 13のコリメートレンズ 22を透過してビームスプリッタ 17で反射して、集
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